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世界へ旅する

絵本ボート

さぁ 海のむこうの仲間と出会う旅へ

そうぞうしてみよう

この海の先 海のなか

ずっとむこうの海のこと

絵本が届けてくれるのは

わたしたちの知らない 海のおはなし

日本の海 アメリカの海

中国の海 ヨーロッパの海

北極の海 アフリカの海

どの国のどの海も

ほんとは ぜんぶおんなじ海のこと

この海は ずっとむこうまでつながる

たったひとつの海だから

さぁ みんなでシェアしよう

この海のおはなしを

絵本といっしょに

海のむこうの仲間と出会う旅へ
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企画趣旨

「世界へ旅する絵本ボート」は

「絵本」を通じて、こどもたちの「世界の海」への興味を広げ

世界と協力して海を守ることの大切さを届けます。

「絵本」から、海はただひとつの世界共通のもの、と知り

世界の海洋問題を“自分ごと”として考えることを促す

「絵本」を通して、海はただひとつの世界共通のもの、と届け

石川県のこどもたちが海に約束する行動（アクション）を伝える

＃絵本を通して、石川県のこどもへ ＃絵本を通して、世界のこどもへ



2023年度プロジェクト概要
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せかいの海のおはなし展
・日本と世界の「海」に関わる絵本を集めた絵本展を開催
・石川県内の６図書館、２商業施設に拡大PROJECT 1

せかいの海のおはなし会
・世界の海がテーマの絵本を読み聞かせるおはなし会を開催
・石川県内の６図書館、２商業施設に拡大PROJECT 2

せかいこども海会議
・「世界の海」について考えるシンポジウムを石川県内3図書館で開催
・外国人ゲストが各国での海での過ごし方を教えてくれますPROJECT 3

漂着モンスターワークショップ
・海で拾った漂着物で絵本作家“竹与井かこ”さんとモンスターを作る
ワークショップを開催(作品募集キャンペーンも同時開催)PROJECT 4

絵本制作＆海外図書館交流
・上記作品募集キャンペーンで募集した「漂着モンスター」が
登場する絵本を制作し、世界の図書館へ届けますPROJECT 5

2023年度
新規コンテンツ
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せかいの海のおはなし展

開催期間：2023年7月14日～9月18日

開催場所：石川県立図書館

金沢市立玉川こども図書館

金沢市立金沢海みらい図書館

小松市立空とこども絵本館

野々市市立学びの杜ののいちカレード

かほく市立中央図書館



せかいの海のおはなし展
日本と世界の「海」に関わる絵本を集めた企画展を夏休み期間中の図書館で展開。

石川県の親子に向けて、絵本を通した『世界とつながる海』への好奇心を育む機会となりました。PROJECT 1

開催期間：2023年7月14日～9月18日

開催場所：石川県立図書館

金沢市立玉川こども図書館

金沢市立金沢海みらい図書館

小松市立空とこども絵本館

野々市市立学びの杜ののいち カレード

かほく市立中央図書館

内容 ：世界とのつながりが感じられる海の絵本を選書し、

世界の海とのつながりを考えさせるコメントとともに展示紹介

協力 ：石川県立図書館・金沢市立玉川こども図書館・金沢市立金沢海みらい図書館

小松市立空とこども絵本館・野々市市立学びの杜ののいち カレード・かほく市立中央図書館

石川子ども文庫連絡会、絵本専門士
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絵本の選書＆紹介

「せかいの海のおはなし展」では

・世界の海、海の中の世界を知る絵本

・海外作家の「海」の絵本を12冊選書し、

その絵本を紹介するのコメントをつけて展示しました。

選書は、「石川子ども文庫連絡会」のほか、絵本専門士の協力を得て行いました。

8



9



10



小松市立空とこども絵本館

開催期間： 2023年7月14日～8月23日(計31日間)

開催場所： 本館1階 特設棚

展示内容： 選書絵本12冊 ＋ 図書館司書による選書本

来場者数： 1,150名

せかいの海のおはなし展
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学びの杜ののいちカレード①

せかいの海のおはなし展
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開催期間： 2023年7月15日～8月22日(計34日間)

開催場所： 1階児童書コーナー

展示内容： 選書絵本12冊 ＋ 図書館司書による選書本

来場者数： 21,900名



学びの杜ののいちカレード②

せかいの海のおはなし展
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開催期間： 2023年8月5日～6日(計2日間)

開催場所： オープンギャラリー

展示内容： 選書絵本25冊 (2022年度選書分も含む)

来場者数： 456名



かほく市立中央図書館

せかいの海のおはなし展
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開催期間： 2023年7月15日～8月20日(計32日間)

開催場所： 1Fフロント前コーナー

展示内容： 選書絵本12冊 ＋ 図書館司書による選書本

来場者数： 7,370名



金沢海みらい図書館

せかいの海のおはなし展
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開催期間： 2023年7月27日～8月15日(計18日間)

開催場所： 1階児童書コーナー

展示内容： 選書絵本12冊 ＋ 図書館司書による選書本

来場者数： 8,867名



石川県立図書館

開催期間： 2023年8月20日～8月23日(計3日間)

開催場所： 2階 研修室

展示内容： 選書絵本25冊(2022年度選書分も含む)

来場者数： 161名

せかいの海のおはなし展
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玉川こども図書館

開催期間： 2023年8月27日～9月18日(計20日間)

開催場所： ２階読書活動室

展示内容： 選書絵本18冊(2022年度選書分も含む)

来場者数： 3,800名

せかいの海のおはなし展
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せかいの海のおはなし展 展示パネル

18テーマごとに3種制作各6図書館分を制作

●A3おはなし展告知パネル ●A4海外紹介パネル



せかいの海のおはなし展 図書館来館者数

せかいの海のおはなし展 所感

前年度の実績をベースに新しい図書館で開催することができ、県内で期間・開催地ともに展開を拡大することができた。

(2023年度新しく開催した図書館：玉川こども図書館／石川県立図書館）

夏休み期間中の図書館のオープンスペースでの企画展開催は、来館者にも注目されやすく、実際に来館者が展示をじっくり見る姿も多く見受け

られた。しかし、展示スペースの規模感、各図書館の来場者特性による注目度の違いも感じられた。

次年度に新しい図書館での開催を計画する際は、図書館の特性と調整して進める必要がある。

2023年度は、プロジェクトから絵本のコメントをつけた選書数を厳選し、コメントパネルのサイズを大きくして展示した。

前年度に比べて、コメントパネルを目にとめる人も多く、より一層プロジェクトメッセージが伝わる内容となったと感じた。

また、展示ブースには2022年度開催した「せかいこども海会議」からの内容を抜粋した「世界の海事情」についてパネルで紹介し、

世界の人と海のつながりを感じられる内容となった。
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会場 期間 せかいの海のおはなし展来場者数

石川県立図書館 8月20日～8月23日 161

金沢市立玉川こども図書館 8月27日～9月18日 3,800

金沢市立海みらい図書館 7月27日～8月15日 8,867

小松市立空とこども絵本館 7月14日～8月23日 1,150

野々市市立学びの杜ののいち カレード 7月15日～8月22日 21,900

かほく市立中央図書館 7月15日～8月20日 7,370

合計 43,248



せかいの海のおはなし会

開催期間：2023年7月17日～8月27日

開催場所：石川県立図書館

金沢市立玉川こども図書館

金沢市立金沢海みらい図書館

小松市立空とこども絵本館

野々市市立学びの杜ののいちカレード

かほく市立中央図書館



せかいの海のおはなし会
「世界の海」とのつながりについて考える絵本のおはなし会を開催。

絵本の読み聞かせだけでなく、海の歌や、世界の海のクイズなども取り入れ、おはなしを聞くだけ

でない展開に工夫をし、「海」への好奇心を育む会として展開しました。

PROJECT 2

開催期間：2023年7月17日～8月27日中 全7回

開催場所：石川県立図書館

金沢市立玉川こども図書館

金沢市立金沢海みらい図書館

小松市立空とこども絵本館

野々市市立学びの杜ののいち カレード

かほく市立中央図書館

対象 ：幼児～小学生低中学年の親子

協力 ：石川県立図書館・金沢市立玉川こども図書館・金沢市立金沢海みらい図書館

小松市立空とこども絵本館・野々市市立学びの杜ののいち カレード・かほく市立中央図書館

石川子ども文庫連絡会
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学びの杜ののいちカレード①

開催期間： 2023年7月17日10:30～

開催場所： お話会コーナー

参加人数： 21名

読み手 ： 石川子ども文庫連絡会

せかいの海のおはなし会
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＃プログラム

①「日本財団・海と日本プロジェクト」と「世界へ旅する絵本ボート」活動の説明

②アースボールを用いた世界の海と海洋ゴミ問題のおはなし

③絵本の読み聞かせ

④実寸のイラストを用いた海の生き物紹介

⑤せかいの海のおはなし展の紹介

＃おはなし会絵本リスト

・うみのむこうは ／作： 五味 太郎、出版社： 絵本館

・せかいのはて ／再話：剣持弘子、脚本・絵：剣持晶子、出版社：童心社

・あっちむいて ほい ／作：中村征夫、出版社：福音館書店

・ぺんぎんたいそう ／作：齋藤 槙、出版社：福音館書店



学びの杜ののいちカレード②

開催期間： 2023年8月6日10:30～

開催場所： オープンギャラリー

参加人数： 20名

読み手 ： 石川子ども文庫連絡会

せかいの海のおはなし会
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＃おはなし会絵本リスト

・かりゆしの海 ／作： まついのりこ、出版社：童心社

・うみへいったちいさなカニカニ／作：クリス・ホートン、

訳：木坂涼 出版社：BL出版

・ぺんぎんたいそう ／作：齋藤 槙、出版社：福音館書店

＃プログラム

①「日本財団・海と日本プロジェクト」と

「世界へ旅する絵本ボート」活動の説明

②アースボールを用いた世界の海と海洋ゴミ問題のおはなし

③絵本の読み聞かせ

④世界の色々なあいさつ紹介

⑤せかいの海のおはなし展の紹介

＃参加者アンケートより

・海や魚について、もっと知りたいと思った。

・海にあるゴミのせいで魚たちが苦しんでいることを知った。

・海を大切に、ゴミを減らすことを子どもと一緒に考えたいです。(保護者)

・子どもにもわかりやすくて、身近なところから問題意識が高まりました。(保護者) 



小松市立空とこども絵本館

開催期間： 2023年7月23日10:30～

開催場所： 絵本館ホール 夢の本棚

参加人数： 38名

読み手 ： 小松市立空とこども絵本館司書

せかいの海のおはなし会
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＃おはなし会絵本リスト

・なみ ／作： スージー・リー、出版社： 講談社

・うみ ざざざ ／作： ひがし なおこ、絵： きうち たつろう、

出版社： くもん出版

・なにがつれるかな ／作： 藤本 ともひこ、出版社： 童心社

・ママとうみのやくそく ／作： コ・ヒヨン、絵： エヴァ・アルミ

セン、訳： おおたけ きよみ、出版社： 主婦の友社

・にょろにょろり ／作： とよた かずひこ、出版社： 童心社

・アルバ うつくしいうみをまもった100さいのさかな ／

作： ララ・ホーソーン訳： 新沢 としひこ 出版社： 教育画劇

＃参加者アンケート コメントは収集できませんでした

＃プログラム

①「日本財団・海と日本プロジェクト」と

「世界へ旅する絵本ボート」活動の説明

②せかいの海のおはなし展の紹介

③アースボールを用いた世界の海と海洋ゴミ問題のおはなし

④絵本の読み聞かせ

⑤海に関する手遊び・ペープサート

⑥ペットボトルを利用したリサイクルおもちゃの紹介



かほく市立中央図書館

開催期間： 2023年7月30日11:00～

開催場所： １Fお話の部屋

参加人数： 12名

読み手 ： やまんばおはなしの会

せかいの海のおはなし会
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＃おはなし会絵本リスト

・うみやまがっせん／作：上沢謙二、絵：大島 英太郎、

出版社： 福音館書店

・ねずみのかいすいよく／作： 山下 明生、絵： いわむら かずお、

出版社： ひさかたチャイルド

・うみのおまつり／作： 宮下 昌樹、画： 長島 克夫、

出版社： 教育画劇

＃参加者アンケートより

・うみにたくさんかいようゴミがあることをしった。かいようゴミをひろっていきたい。

・うみをたいせつにしたい。

・おはなしかいがたのしかった。うみにいきたくなった。

＃プログラム

①「日本財団・海と日本プロジェクト」と

「世界へ旅する絵本ボート」活動の説明

②アースボールを用いた世界の海と海洋ゴミ問題のおはなし

③童謡「うみ」を歌おう

④絵本の読み聞かせ

⑤海の生き物の切り絵であそぼう

⑥せかいの海のおはなし展の紹介



金沢海みらい図書館

開催期間： 2023年8月12日10:30～

開催場所： 1F交流ホール

参加人数： 33名

読み手 ： 石川こども文庫連絡会

せかいの海のおはなし会
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＃おはなし会絵本リスト

・スイミー ／作： レオ＝レオ二、訳：谷川俊太郎、出版社： 好学社

・プラスチックのうみ ／作： ミシェル・ロード、

絵： ジュリア・ブラッドマン、訳：川上拓土、出版社： 小学館

・Off to the Beach ／作：Child's Play,Cocoretto 、

出版社： Child's Play International

・すごいねみんなの通学路 ／作：ローズマリー・マカーニー、

訳：西田佳子、出版社： 西村書店

＃参加者アンケートより

・しらなかったけど、このイベントでうみがたいへんなことになっていることをしった。

・うみのことがしれてよかった。

・絵本を通して地球のプラスチック問題を知り、私のできることからしていこうと思えました。(保護者)

＃プログラム

①「日本財団・海と日本プロジェクト」と

「世界へ旅する絵本ボート」活動の説明

②アースボールを用いた世界の海と海洋ゴミ問題のおはなし

③詩の朗読（「うみのてんらんかい」より）

④絵本の読み聞かせ

⑤切り紙アート手遊び（船長さんのシャツ）

⑥ブックトーク（海の本の紹介）



石川県立図書館

開催期間： 2023年8月20日10:30～

開催場所： こどもエリア

参加人数： 40名

読み手 ： 県立図書館司書

せかいの海のおはなし会
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＃参加者アンケートより
・絵本から海の大切さを学ぶことができた。(保護者)

＃おはなし会絵本リスト

・うみのむこうは ／作： 五味 太郎、出版社： 絵本館

・プラスチックのうみ ／作： ミシェル・ロード、

絵： ジュリア・ブラッドマン、訳：川上拓土、出版社： 小学館

・うみべのハリー ／作： ジーン・ジオン、絵： マーガレット・ブロイ・グレアム、

訳： わたなべ しげお、出版社： 福音館書店

＃プログラム

①「日本財団・海と日本プロジェクト」と

「世界へ旅する絵本ボート」活動の説明

②絵本の読み聞かせ

③せかいの海のおはなし展の紹介



玉川こども図書館

開催期間： 2023年8月27日11:00～

開催場所： おはなしの部屋

参加人数： 22名

読み手 ： 北陸大学 井上先生・留学生ボランティア

せかいの海のおはなし会
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＃参加者アンケートより

・うみでごみひろいとかをしたい。

・海を大切にしなくては。子どもたちのためにも。(保護者)

・温暖化の影響を身近に感じられた。(保護者)

＃おはなし会絵本リスト

・The Storm Whale ／作：Benji Davies、

出版社：Simon & Schuster Childrens Books

・スイミー(英語版) ／作・絵： レオ＝レオ二、出版社： 好学社

＃プログラム

①「日本財団・海と日本プロジェクト」と

「世界へ旅する絵本ボート」活動の説明

②アースボールを用いた世界の海と海洋ゴミ問題のおはなし

③英語の手遊び

④世界の海のおはなし(留学生ボランティアより)

⑤演奏に合わせた英語絵本の読み聞かせ(日本語＋英語)

⑥せかいの海のおはなし展の紹介



せかいの海のおはなし会 参加者数

せかいの海のおはなし会 所感

前年度の実績をベースに新しい図書館とも協力し、新たな団体と協力した「せかいの海のおはなし会」を開催することができた。

読み手としての協力パートナーも、企画主旨に大きく賛同してくれ、「せかいの海のおはなし会」として“より深く海を知る”プログラム構成

を組むことができた。

とは言え、「おはなし会」の参加者は幼児～低学年が主となるため、難しい内容となりすぎないようにプログラム構成に留意した。

・大きなアースボールを用いた海のおはなし（世界の海はつながっていることを、目で見えるように紹介）

・海岸で放置されてゴミとなるペットボトルやビニール袋の実物を見せながら、ゴミは海の生物よりも長く海に漂うというおはなし

を構成に加えながら、世界の人と協力して海を守っていくことの大切さを話し、海の絵本の読み聞かせや、海を親しむプログラム（手遊びや

ペープサートなど）とつなげた。

29

会場 期間 せかいの海のおはなし会来場者数

石川県立図書館 8月20日 40

金沢市立玉川こども図書館 8月27日 22

金沢市立海みらい図書館 8月12日 33

小松市立空とこども絵本館 7月23日 38

野々市市立学びの杜ののいち カレード 7月17日 21

野々市市立学びの杜ののいち カレード 8月6日 20

かほく市立中央図書館 7月30日 12

合計 186



せかいこども海会議

開催日時：2023年7月19日 / 8月6日 / 9月16日

開催場所：金沢市立玉川こども図書館

野々市市立学びの杜ののいちカレード

かほく市立中央図書館



せかいこども海会議
子どもたちが「世界の海」について考えるシンポジウムを開催。

世界の人は海でどんな過ごし方をしているのか、世界の海にはどんな生き物がいるのか、在日外国人

ゲストのはなしを聞いた後、「自分たちが海を守るためにできること」について考えました。

PROJECT 3

開催期間：2023年7月19日 / 8月6日 / 9月16日

開催場所：金沢市立玉川こども図書館(9/16)

野々市市立学びの杜ののいち カレード(8/6)

かほく市立中央図書館(7/19)

対象 ：小学生以上のお子さま(親子参加可)

※事前申込制

協力 ：金沢市立玉川こども図書館・野々市市立学びの杜ののいち カレード・かほく市立中央図書館

31



かほく市立中央図書館

開催期間： 2023年7月19日16:00～

開催場所： ２F学習室

参加人数： 25名(河北台中学生＋メスキルヒ交流留学生)

協力 ： かほく市教育委員会

せかいこども海会議

32

＃参加者アンケートより

・ドイツでは多くの人がマイボトルを使っていることにおどろいた。

・海をきれいにするために具体的にどんな行動をすればいいのか考えることができた。

＃「河北台中学校」と「メスキルヒ交換留学生」の特別プログラム

①挨拶、「日本財団・海と日本プロジェクト」と「世界へ旅する絵本ボート」について

②絵本「プラスチックのうみ」の紹介(ドイツ語・日本語の両言語で)

③グループディスカッション：自己紹介

④グループディスカッション：わたしの国の海を紹介

⑤グループディスカッション：海を守るアイデア交換・発表

⑥クロージング

⑦河北台中学校とメスキルヒ交換留学正の自由交流

32



学びの杜ののいちカレード

開催期間： 2023年8月6日13:30～

開催場所： オープンギャラリー

参加人数： 16名

ゲスト ： チョ ジヒョン(ニュージーランド)

エド ウィリアムス(オーストラリア)

せかいこども海会議

33

＃参加者アンケートより

・さかなをだいじにしたいと思った！

・世界にもっと興味を持った。

・せかいの海がとてもきれいで、この海が汚れずにいつまでもその環境が守られるようにしていきたいと思った。(保護者)

・世界には素敵な場所があり、それを守るためには一人ひとりができることをしていくことが大切だと、改めて学んだ。(保護者)

・もっと環境問題にきちんと向き合わなければいけないという気持ちになった。自分ができること、社会全体で取り組まなければ

いけないことがあると思う。(保護者)

＃プログラム

①挨拶、「日本財団・海と日本プロジェクト」と「世界へ旅する絵本ボート」について

②ゲストの自己紹介（日本語＆外国語）

③世界の海へのQ＆Aトーク （海での過ごし方、海の環境問題への取り組みや海岸清掃などについて）

④クロージング、参加者が感じたことのシェア



玉川こども図書館

開催期間： 2023年9月16日14:30～

開催場所： 交流ホール

参加人数： 18名

ゲスト ： ハファエレ リマ(ブラジル)

ジェイソン(コロンビア)

せかいこども海会議

34

＃参加者アンケートより

・うみのゴミを少なくすれば、海のいきものたちが元気にくらせることがわかった。

・色んな国の海に、人がすてたゴミがたくさんあることを改めて知りました。ちいさなおかしのゴミなどでも、しっかりとごみ箱に

すてて、すこしでも海をきれいにするお手伝いをしたいと思いました。

・海の生き物たちも大切に守りたいとあらためて思いました。

・生活の道具(ペットボトルやおむつ、釣り糸など)の寿命の長さに考えさせられた。海のゴミについてもっと考えたい。(保護者)

＃プログラム

①挨拶、「日本財団・海と日本プロジェクト」と「世界へ旅する絵本ボート」について

②ゲストの自己紹介（日本語＆外国語）

③世界の海Q＆Aトーク （海での過ごし方、海の環境問題への取り組みや海岸清掃などについて）

④クロージング、参加者が感じたことのシェア



●せかいこども海会議参加申込フォーム
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せかいこども海会議 参加者数

せかいこども海会議 所感

2023年度は、前年度開催した「せかいこども海会議」のプログラムの規模を縮小し、開催地・開催数を増やして実施した。

「海外出身ゲストとの世界の海の文化交流」のプログラムをメインに、開催時間を約1時間に縮小した内容で開催。

各回2名以上の海外出身ゲストを招き、世界の人たちが海とどのように関わっているのか、どのような環境意識を持っているのかについて共

有した。親子での参加が多く、海への興味・好奇心旺盛な子ども、環境教育について感度の高い保護者の参加が目立った。

7月の「かほく市立中央図書館」では、かほく市の姉妹都市であるドイツ・メスキルヒ市の交換留学生をゲストに迎え、ワークショップ形式

で開催。8月の「学びの杜ののいち カレード」は、オセアニア（オーストラリア・ニュージーランド）出身のゲストを迎え、9月「玉川子ど

も図書館」では、南米（ブラジル・コロンビア）出身のゲストを迎えて交流した。

ゲストの出身エリアによって、海や地球環境配慮に対する意識も大きく異なり、参加者への影響の差を感じた。

次回実施する際は、環境配慮の高いエリア出身のゲストの参加を特に意識したプログラム構成を計画したい。

いずれの会でも、世界の人の意見を直接聞くことにより、どの参加者も「海洋問題」や「世界の海のつながり」について、当事者意識を強く

感じる機会となったことが感じられた。
36

会場 期間 せかいの海のおはなし会来場者数

金沢市立玉川こども図書館 9月16日 18

野々市市立学びの杜ののいち カレード 8月6日 16

かほく市立中央図書館 7月19日 25

合計 59



漂着モンスターワークショップ

＆作品募集キャンペーン

開催日時：2023年8月10日 10:30～12:00

開催場所：金沢市立海みらい図書館

交流ホール

募集期間：2023年7月15日～9月30日



漂着モンスターワークショップ

38

絵本作家 竹与井かこさんと、「漂着物」をつかったモンスター作品づくりワークショップを開催。

参加者自らが拾ってきた「漂着物」を組み合わせて、海のモンスター作品をつくりそのモンスターのおはなしを想像しました。

ワークショップを通して、海の漂着物についての関心や知識を高め、海洋ゴミへの理解を高めるきっかけとなる機会となりました。

開催日 ： 2023年8月10日 （木） 10:30～ （約 90分／開場10：00）

参加人数 ：こども33名、大人25名 ※事前申込 ／小学生3年生以下は、保護者同伴

場所 ： 金沢海みらい図書館 交流ホール

プログラム ：①挨拶・「日本財団・海と日本プロジェクト」と

「世界へ旅する絵本ボート」活動の説明

 ②ゲスト竹与井かこさん登場

 ③漂着物について考えよう(クイズ形式)

 ④漂着モンスターとその物語の創作

 ⑤みんなのモンスターにインタビュー

 ⑥クロージング

ねらい ： 自分たちの海が、世界の海とつながっていることや、普段接している海の

スケールの大きさを実感する。また、それら世界の海に触れる中で海洋問題

にも写真で直面させ、自分のできるマイアクションをスタートさせる。

告知 ： 金沢市、野々市市、小松市への小学校チラシ配布、かほく市LINE、

図書館告知／プロジェクトWEBサイト
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竹与井 かこ
笹井信吾さん、畑中宝子さんによる絵本作家
ユニット。石川県加賀市在住。
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＃参加者アンケートより

・ゴミをちゃんと捨てる。

・うみをもっとたいせつにしたくなった。

・ただポイ捨てをするだけで生き物が苦しむことにつながると分かった。ゴミ拾いに

いきたい。

・海洋ゴミ問題を漂着モンスターをつくることでポジティブに解決していこうと考え

ることができた。(保護者)

・ペットボトルや網が、海に漂う年数が想像以上に長くてびっくりした。このイベントの

ような伝え方をすると、子どもにも伝わりやすいと思った。(保護者)

・海の未来を守ることと、子どもがいきいきできることは、身近なことからできるという

ことが分かった。(保護者)



●漂着モンスター創作ワークショップ参加申込フォーム
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海で拾った漂着物でつくったオリジナルの「漂着モンスター」作品募集キャンペーンを開催。

ご応募作品は、竹与井かこさんの監修のもと選考し、「ひょうちゃくモンスター」の絵本に掲載しました。

募集期間：2023年7月15日～9月30日 (10月1日00：00AMをもって〆切)

告知方法：金沢市・野々市市・小松市内の全小学校へのリーフレット配布

協力6図書館でのキャンペーンポスター掲示、かほく市広報よりオンライン配信

応募方法：リーフレット・ポスター記載のQRコードの応募フォーマットより

応募総数：52作品

対象 ：石川県内の小学生・中学生

協力 ：竹与井かこ、金沢海みらい図書館

42

作品募集キャンペーン



作品募集キャンペーン

43

●作品募集リーフレット ●応募作品一例



●漂着モンスター作品申込フォーム

44
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漂着モンスターワークショップ＆作品募集キャンペーン 所感

前年度開催した「せかいこども海会議」の開催後のアンケートより「実際に海に行って行動したい」という感想が寄せられ、「世界へ旅

する絵本ボート」プロジェクトでは「ゴミ拾いイベント」ではない企画として、「漂着モンスターの創作」を企画し、実施した。

ワークショップ、キャンペーン共に「参加者が実際に海で拾ってきたゴミ」を素材として「漂着モンスター（海洋ゴミでできたモンス

ター）」を制作し、その「漂着モンスター＝海洋ゴミ」が“どのようにして海岸に流れ着いたか” 、“海の中でどのように漂っているのか”

を想像させる内容とした。

参加者は、実際に「自分で海岸でゴミ拾いする」機会を創出することにより、身近な海における海洋ゴミの現状を目の当たりに感じるこ

とができたようだ。参加者アンケートでも「想像以上に海にゴミがたくさんあることを知った」「海に大きな枕が落ちていてびっくりし

た」という感想もあった。

「自分が行動して海洋ゴミを拾い、身近な海に目を向け、それらと向き合う」という、このキャンペーン（及びワークショップ）のプロ

グラムの構成は、参加者が「海洋ゴミ」について深く触れ合い、自ら考える機会として、プロジェクトのメッセージが強く伝わるコンテ

ンツとなった。

「おはなしを聞いて学ぶ」だけでなく、「創作ワークショップ」のエンターテインメント性も併せ持つことにより、幅広い層へのアプ

ローチが成功したと思う。

実際に参加応募多数のため、参加できなかった人も多かった。

大変有意義でメッセージが伝わるコンテンツのため、今後の拡大方法について検討していきたい。



絵本制作＆海外図書館交流

・石川県の子どもたちの「漂着モンスター」作品が登場する絵本を制作

・海外姉妹都市の図書館へ寄贈し、企画展示を展開



絵本制作＆海外図書館交流

「漂着モンスター」作品募集キャンペーンで応募いただいた作品を、竹与井かこさんの監修のもと

選考し、それらが登場する1冊の絵本として制作。

制作絵本は海外姉妹都市の図書館へ寄贈し、企画展示を行いました。

PROJECT 5

寄贈図書館：アメリカ/Buffalo and Erie County Public Library 

ブラジル/EMEF ネウサ・グーラート・ブリゾラ校

EMEF ジルベルト・ジョルジ・ゴンサルヴェス・ダ・シルヴァ校

EMEF マリオ・キンタナ校、EMEF アナ・イリス・ド・アマナル校、ポルト・ノーヴォ市立小学校

ベルギー/Bibliotheek De Krook

フランス/ナンシー自然博物館、ナンシー大学病院こども病院図書館

韓国/全州市立図書館コッシム

ニュージーランド/HB Williams Memorial Library

絵本制作協力：竹与井かこ(監修・文・絵) 吉田 憲司(デザイン)
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絵本制作

●制作絵本 概要
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海外図書館交流

52

姉妹都市 国名 提携年 受入 展示 図書館名

1 バッファロー市 アメリカ合衆国 1962 可 可 Buffalo and Erie County Public Library 

2 ポルト・アレグレ市 ブラジル連邦共和国 1967 可 可

6図書館を巡回
1.EMEF ネウサ・グーラート・ブリゾラ校
2.EMEF ジルベルト・ジョルジ・ゴンサルヴェス・ダ・シル
ヴァ校
3.EMEF マリオ・キンタナ校
4.EMEF アナ・イリス・ド・アマナル校
5.ポルト・ノーヴォ市立小学校

3 ゲント市 ベルギー王国 1971 可 可 Bibliotheek De Krook

4 ナンシー市 フランス共和国 1973 可 可
ナンシー自然博物館
ナンシー大学病院こども病院図書館

5 全州市 大韓民国 2006 可 可 全州市立図書館コッシム

6 ギズボーン市 ニュージーランド 可 可 HB Williams Memorial Library

●絵本寄贈先姉妹都市一覧

(7) ドイツ・メスキルヒ市：2024年夏にかほく市の交換留学生が現地へ持参を予定



寄贈パネル・翻訳冊子

53

●寄贈パネル ●翻訳冊子

英語、ポルトガル語、フランス語、
オランダ語、韓国語の各5か国分を制作

ポルトガル語、フランス語、オランダ語、韓国語の各4か国分を制作



海外図書館からの反応

54

●ベルギー・ゲント市Bibliotheek De Krook担当者からのメール一部抜粋

The book has just arrived! Thank you very much.

It‘s a beautifull book and we will do a little exposition in our childrens
library.

Thank's al lot for the little book with translations in Dutch. 
We like it a lot !

When we do the exposition I will send you the pictures.



関連イベント

開催期間：2023年9月23日/10月22日

開催場所：イオンモールかほく(9/23)

イオンモール新小松(10/22)

募集告知：北國新聞広告



関連イベント

主に図書館を拠点に実施してきた活動を、週末の大型商業施設まで拡大し、イベントを開催。

図書館という枠組みを超えることによって、より多くの人々にプロジェクトを周知し、海を守ること

の大切さを届けました。

PROJECT 6

開催期間：2023年9月23日/10月22日

開催場所：イオンモールかほく(9/23)

イオンモール新小松(10/22)

募集告知：北國新聞広告

内容 ：せかいの海のおはなし展、せかいの海のおはなし会、関連ワークショップ

参加費無料、事前申込不要

協力 ：イオンモールかほく、イオンモール新小松
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関連イベント告知広告

57

●イオンモールかほくイベント告知広告(半5段・5段)

●イオンモール新小松イベント告知広告(半5段・5段)

※告知広告は事業外として実施



関連イベント

イオンモールかほく

58

開催期間： 2023年9月23日～9月24日

開催場所： 1Fグリーンコート

開催内容： せかいの海のおはなし展、せかいの海のおはなし会

廃材サンドアートワークショップ



関連イベント

イオンモール新小松
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開催期間： 2023年10月22日

開催場所： 1F祭広場

開催内容： せかいの海のおはなし展、せかいの海のおはなし会

シーグラスアートワークショップ



メディアパブリシティ



北國新聞朝刊

61
2023.07.15  北國新聞朝刊 2023.07.18  北國新聞朝刊



北國新聞朝刊
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2023.08.11  北國新聞朝刊 2023.10.23  北國新聞朝刊 2024.02.17  北國新聞朝刊



テレビ
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●北陸放送 2023年8月11日「Atta」での報道

●テレビ金沢 2023年8月11日「ZERO」での報道

Attaでの報道の様子



告知制作

・リーフレット

・ポスター、図書館掲出パネル

・Instagram

・WEBサイト

・新聞広告



リーフレット・ポスター

65
上：表面・下：中面

●A3二つ折りリーフ ●A2キャンペーンポスター



2022年度に制作したプロジェクトホームページのシステム構成が重く、利用しにくい点もあったため、すべてのページにおいて、システム

を軽くし、ページ更新もしやすいように変更した。プロジェクト全体概要が把握しやすい内容となった。

WEBサイト(更新)

＃WEBサイトコンテンツ
・プロジェクトの目的／MISSION
・プロジェクト概要／PROJECT
・お知らせ・イベント情報／NEWS・EVENT
・絵本の紹介／BOOKS
・協力団体／SUPPOTERS
・お問い合わせ／CONTACT
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Instagram
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2022年度に引き続き、プロジェクト公式Instagramでも各イベントに関する告知やキャンペーンの募集、制作絵本の完成報告などを行いまし

た。「＃世界へ旅する絵本ボート」の共通のハッシュタグで、竹与井かこさんや、いしかわ絵本専門士の会とらいあんぐるさんにも活動の発

信にご協力いただきました。



今後のプロジェクト展開について
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2024年度は、昨年度に確立したプロジェクトの協力体制やコンテンツを糧として

◎広報物や制作絵本を用いた、接触人数の最大化を行います。

2022年

事業の立ち上げ＆関係者の協力体制の構築

・関係者の協力体制の構築

・地元への周知

・姉妹都市の協力体制の構築

・プロジェクトの実績づくり

2023年

開催エリアの拡大

・開催エリアの拡大(石川県内6図書館、2商業施設)

・新規コンテンツの開発・実施

2024年

接触人数の県内における最大化

・石川県内の全小学校にプロジェクトチラシの配布と制作絵本の寄贈

・石川県内の全図書館に制作絵本の寄贈

・プロジェクトコンテンツの再検討

2024年度事業の目標



●2023年度取り組みについて
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2022年度の実績を経たこともあり、今年度は協力パートナーも拡大して展開することができました。

また前年度実施した経験から各コンテンツの実施内容を洗練させ、各企画それぞれの参加者層にメッセージが届きやすいプログラムとして

提供することができたと感じています。

この「世界へ旅する絵本ボート」というプロジェクトを運営し多くの人と接触しながら、この企画は、プロジェクトに参加した人、接触し

た人から、大きな賛同を得ることができる企画であるということを実感しています。だからこそ、この企画はまだ発展途上でより一層企画

展開規模の拡大できる（＝もっと多くの理解者が増える可能性のある）プロジェクトとも感じています。今年度は、事務局・運営体制の人

力確保も難しさも感じ、まだもっと拡大できる可能性があったのではないかともどかしさも感じました。

今後は、イベント実施展開以外の方法も考慮して広報面での拡大方法を検討しながらこのプロジェクトの展開を計画していきたいと考えて

います。

今年度の取組として、企業サポーターの連携と資金確保についても探ってまいりました。

プロジェクト運営の傍ら、数多くの地域の企業を訪問し、プロジェクトの目的と展開内容に深い理解と賛同をいただきました。しかし、プ

ロジェクト運営資金確保につながる実績を増やすことは難しかったです。

地方企業の事業規模、CSR活動に対する事業規模に合わせた内容展開を、今後も引き続き検討していく必要があります。

今年度もご支援・サポートいただきありがとうございました。今後もさらなる発展を考えていきたいと考えています。
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世界へ旅する絵本ボートプロジェクト

主催 ： 親と子の絵本ワールド・インいしかわ実行委員会、北國新聞

共催 ： 日本財団「海と日本プロジェクト」

後援 ： 金沢市教育委員会、小松市教育委員会、野々市市教育委員会、かほく市教育委員会、

北陸放送、テレビ金沢、金沢ケーブル、エフエム石川、ラジオかなざわ・こまつ・ななお

協力 ： 石川子ども文庫連絡会、石川県立図書館、金沢市立玉川こども図書館、金沢市立金沢海みらい図書館、

小松市立空とこども絵本館、学びの杜ののいちカレード、かほく市立中央図書館
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